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（調整理由） 

１ 職員の採用について 

・事務委託方式により小田原市に委託する際に、足柄上地域１市５町におけ

る消防力を低下させないためには、当該地域における豊富な消防業務経験

等（地域の特性に応じた消防知識、技術、資格等）を備えた足柄消防組合

の消防職員が消防業務に当たることが望ましいことから、足柄消防組合の

消防職員を小田原市職員として採用することが適当である。 

２ 採用方法について 

・採用（選考）における職員の能力（勤務実績及び消防業務経験等）の実証

については、足柄消防組合における人事考課により実証可能であることか

ら、原則として、無試験で採用することが適当である。 

３ 職員の身分異動について 

 ・足柄消防組合の職員の身分異動としては、広域化の前日付けで足柄消防組

合を退職して、広域化施行日付けで小田原市職員として採用されることに

なる。 

・足柄消防組合の職員の身分異動に関して、小田原市職員として採用するに

当たり、あらかじめ足柄消防組合の職員本人の意思確認をすることが望ま

しい。 

４ 職務の級について 

 ・小田原市職員となる者の職務の級は、同じ学歴、同じ経験年数等を持つ小

田原市職員と同じ職務の級に決定することが合理的であるため、小田原市

の基準に基づき、小田原市職員との均衡を考慮して決定されることが適当

である。なお、足柄消防組合の管理職にある者については、管理監督者へ

の任用に応じて、その者の職務の級が決定されることとなる。 

調 整 結 果 

１ 足柄消防組合の職員を小田原市職員として採用する。 

２ 原則として、採用（選考）は無試験とする。 

３ 小田原市職員となる者の職務の級は、小田原市の基準に基

づき他の職員との均衡を考慮して決定する。 



（協議第１９号　職員の任用(採用方法等）について）関係資料

採用方法の比較について

項目 詳細

年齢

身長

体重

視力等

聴力

通勤条件

その他

採用方法

受験資格

男性５０ｋｇ以上
女性４５ｋｇ以上

両眼とも裸眼視力0.6以上又は矯正
視力1.0以上で、赤色、青色及び黄
色の色彩の識別ができること

左右とも正常であること

採用後おおむね1時間以内で通勤可
能なこと

小田原市

競争試験

２５歳未満

男性１６０ｃｍ以上
女性１５５ｃｍ以上

体質が健全で、四肢関節に異常がな
く諸機能が正常であり、言語が明瞭
で 十分発声できること

足柄消防組合

競争試験

２５歳未満

男性１５８ｃｍ以上
女性１５５ｃｍ以上

男性５０ｋｇ以上
女性４５ｋｇ以上

両眼とも裸眼視力0.5以上又は矯正視
力1.0以上で、色覚が正常なもの

正常なもの

採用後1時間以内で通勤可能なこと

第1次試験

第2次試験

第3次試験

第4次試験

人事評価の比較について

評価段階

評価項目

試験内容
（平成23
年度）

評価回数

項目

名称

個別面接、身体検査

小田原市

人事評価

筆記試験、消防適正検査

体力測定・個別面接

で、十分発声できること

個別面接

消防適性検査

個別面接、集団討論、体力測定

足柄消防組合

人事考課

10月評価、2月評価の年2回

業績、能力、勤務態度

・極めて良好 （Ａ）
・特に良好 （Ｂ）
・良好 （Ｃ）
・やや良好でない （Ｄ）
・良好でない （Ｅ）

定期考課の年1回

勤務実績、能力、執務態度

・極めて優れている （Ｓ）
・優れている （Ｂ）
・普通である （Ｃ）
・普通よりおとる （Ｄ）
・極めておとる （Ｅ）



職務の級の比較について ：制度的に調整される級

職名 人数 割合 管理職 職名 人数 割合 管理職

消防長 1 0.5% 消防長 1 0.6%

副消防長 1 0.5% 次長 1 0.6%

消防署長 1 0.6%

参与・参事

課長、消防署長 6 2.9% 課長 4 2.5%

課長補佐 13 8.2%

分署長、分遣所長 5 3.2%

副課長 7 3.4% 主幹 42 26.6%

係長 17 8.3% 8.3% 副主幹 12 7.6%

主査 117 57.1% 主査 28 17.7%

主任 24 11.7% 主任 9 5.7%

消防士長 13 8.2%

消防副士長 12 7.6%

消防副士長

消防士 17 10 8%
１級

６級

５級

４級

３級

職務の級区分

4.9%

10.7%

　消防士 10

２級 　消防副士長 22

小田原市

7.3%

８級

７級

84.4%

84.2%

足柄消防組合

15.8%

消防士 17 10.8%

205 158

昇格年数の比較について

学歴 職務の級

５級

４級

３級

２級

１級

５級

４級

３級

２級

１級

５級

４級

３級

２級

１級

級

短大卒

高校卒

大学卒

小田原市

１２年目

８年目

１３年目

９年目

３年目

１年目

２年目

８年目

消防

１年目

１０年目

４年目

1年目

２２年目

２年目

１年目

２０年目

１５年目

１年目

１年目

５年目

１５年目

１１年目

１７年目

１２年目

６年目

足柄消防組合

１８年目

１３年目

:小田原市と比較し
て異なる年数部分
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